
九
～
十
二
世
紀
に
お
け
る
宮
道
氏
の
動
向根

本

隆

一

は
じ
め
に

宮
道
氏
は
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
を
拠
点
と
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
後
裔
と
称
し
た
豪
族
で
あ
る(1
)。

九
～
十
二
世
紀
に
か
け
て
衛
府
尉
・
検

非
違
使
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
京
の
治
安
維
持
に
携
わ
っ
た
一
族
と
言
え
る
。
し
か
し
、
清
和
源
氏
・
桓
武
平
氏
な
ど
と
は
異
な
り
、

武
士
化
の
道
を
た
ど
る
こ
と
は
な
く
、
目
立
っ
た
興
亡
も
な
く
、
政
治
・
軍
事
な
ど
大
勢
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
一
貫
し
て
中
・
下
級

貴
族
に
留
ま
っ
た
。

そ
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
出
来
事
と
し
て
は
、
宮
道
列
子
が
藤
原
高
藤
の
室
と
な
り
、
そ
の
女
子
で
あ
る
藤
原
胤
子
が
醍
醐
天
皇
の
母
と
な
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
室
町
幕
府
の
政
所
代
を
世
襲
し
た
蜷
川
氏
が
宮
道
氏
の
後
裔
を
称
し
て
い
る
。

宮
道
氏
を
専
論
し
た
先
行
研
究
は
少
な
く
、
坂
井
誠
一
が
蜷
川
氏
の
祖
と
し
て
、
宮
道
氏
・
宮
道
神
社
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
唯
一
と
言

え
る(2
)。

ほ
か
に
個
別
に
宮
道
氏
の
人
物
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
論
考
は
あ
る
が
、
宮
道
氏
と
い
う
氏
族
全
体
を
論
じ
て
い
る
も
の
は
な
い(3
)。

本
稿
で
は
、
九
～
十
二
世
紀
の
宮
道
氏
の
動
向
を
概
観
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
中
・
下
級
貴
族
の
実
態
を
理
解
す
る
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
る
。
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一
、
宇
多
・
醍
醐
朝
以
前
の
宮
道
氏

宮
道
氏
は
『
新
Ḥ
姓
氏
録
』
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
始
祖
伝
承
や
本
拠
地
な
ど
に
不
明
点
が
多
い
。
宮
道
氏
の
氏
神
と
さ
れ
る
の
が
山
城

国
宇
治
郡
の
山
科
神
社
で
あ
る
。
山
科
神
社
と
宮
道
氏
と
の
関
係
を
示
す
初
見
史
料
は
、『
本
朝
月
令
』（
四
月
・
山
科
祭
）
で(4
)、

上
巳
山
科
祭
事

太
政
官
符
、
神
ᷫ
官
応
レ
附
二
官
帳
一
坐
二
山
城
国
宇
治
郡
山
科
一
神
二
座
事
、
右
得
二
宮
道
氏
人
内
蔵
少
允
宮
道
良
連
等
去
年
八
月
七
日
解
一

偁
、
件
氏
神
依
二
去
寛
平
十
年
三
月
七
日
奉
勅
之
宣
旨
一、
初
享
二
公
家
春
秋
之
祭
祀
一、
雖
レ
然
未
レ
附
二
官
帳
一、
歳
月
稍
久
、
望
請
特
被
二
天

裁
一、
准
二
於
本
神
一
被
レ
附
二
官
帳
一、
預
二
四
度
幣
一、
然
則
値
二
聖
主
之
昌
運
一、
永
流
二
神
冥
之
威
徳
一、
以
成
二
感
歓
一、
鎮
二
守
国
家
一
者
、
中
納

言
兼
右
近
衛
大
将
従
三
位
行
春
宮
大
夫
藤
原
朝
臣
忠
平
宣
、
奉
レ
勅
依
レ
請
者
、
官
宜
承
知
依
レ
宣
行
レ
之
、〈
延
喜
十
一
年
正
月
六
日
、〉

と
あ
る
。
宮
道
氏
の
氏
神
で
あ
る
山
科
神
二
座
は
、
寛
平
十
年
（
八
九
八
）
三
月
七
日
の
宣
旨
に
よ
り
公
家
よ
り
奉
幣
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
官
帳
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
氏
人
の
宮
道
良
連
ら
が
そ
の
旨
を
申
請
し
、
延
喜
十
一
年
（
九
一
一
）
正
月
六
日
に
許
可
さ

れ
た
。
官
幣
に
あ
ず
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
宇
多
・
醍
醐
天
皇
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
九
世

紀
末
に
は
「
山
科
神
二
座
」
が
宮
道
氏
の
氏
神
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
山
科
神
は
、
京
都
市
山
科
区
西
野
山
岩
ヶ
谷
町
の
山
科
神
社
、
も
し
く
は
同
区
勧
修
寺
仁
王
堂
町
の
宮
道
神
社
（
二
所
明
神
）
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
社
伝
で
祭
神
を
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
ワ
カ
タ
ケ
ル
王
・
宮
道
弥
益
・
宮
道
列
子
と
し
て
い
る(5
)。

『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
四
年
二
月
甲
子
条
に
、
景
行
天
皇
と
襲
武
媛
と
の
あ
い
だ
の
皇
子
と
し
て
国
背
別
皇
子
を
挙
げ
、
分
註
で
「
一
云
、

宮
道
別
皇
子
」
と
記
し
て
い
る
。『
古
事
記
』
景
行
天
皇
段
で
は
、
倭
建
王
と
大
吉
備
建
比
売
の
子
に
建
貝
児
王
を
載
せ
、
建
貝
児
王
を
「
讃

岐
綾
君
・
伊
勢
之
別
・
登
袁
之
別
・
麻
佐
首
・
宮
首
之
別
等
之
祖
」
と
し
て
い
る
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
天
皇
本
紀
・
成
務
天
皇
四
十
八
年
三

月
庚
辰
朔
条
に
は
、
日
本
武
尊
と
両
道
入
姫
皇
女
の
子
に
稚
武
王
を
載
せ
、
稚
武
王
を
「
近
江
建
部
君
祖
、
宮
道
君
祖
」
と
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
を
も
っ
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
ワ
カ
タ
ケ
ル
王
を
祖
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
な
ど
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
系
図
で
は
、
蜷
川
氏
の
祖
と
し
て
宮
道
氏
を
掲
げ
、
さ
ら
に
そ
の
祖
を
物
部
守
屋
と
記
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
な

ど
に
は
触
れ
て
は
い
な
い(6
)。

宮
道
氏
の
本
拠
地
は
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
と
さ
れ
る
。
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
山
科
神
を
氏
神
と
し
て
い
る
こ
と
、
山
科
に
あ
る
勧
修
寺

が
宮
道
弥
益
の
旧
宅
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
こ
と
に
よ
る(7
)。

十
一
世
紀
初
頭
に
東
寺
別
当
と
な
っ
た
仁
海
は
宮
道
惟
平
の
子
で
、
和
泉

国
人
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る(8
)。

仁
海
は
山
科
に
隣
接
す
る
小
野
に
曼
荼
羅
寺
を
開
い
て
い
る(9
)。

こ
の
こ
と
か
ら
、
仁
海
も
山
科
の
宮

道
氏
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
平
安
京
跡
左
京
九
条
三
坊
十
町
・
烏
丸
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
、

「
讃
支
白
米
五
斗
宮
道
□
□
」

と
あ
る
。
平
安
前
期
に
讃
岐
国
か
ら
送
ら
れ
た
白
米
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
て
い
る(10
)。「

宮
道
□
□
」
が
人
名
と
す
れ
ば
、
讃

岐
国
に
も
宮
道
氏
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

宮
道
氏
の
姓
は
、
右
で
挙
げ
た
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
「
宮
道
君
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
以
外
で
君
姓
を
称
し
た
例
は
な
い
。

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
（
八
三
五
）
十
一
月
戊
申
（
七
日
）
条
に
、

（
前
略
）
賜
二
主
計
頭
従
五
位
上
宮
道
宿
ṙ
吉
備
麻
呂
、
玄
蕃
少
允
同
姓
吉
備
継
等
朝
臣
姓
一、

と
あ
る
。
宿
ṙ
姓
を
い
つ
あ
た
え
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
宿
ṙ
姓
か
ら
朝
臣
に
改
姓
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
十
一

世
紀
以
降
も
宿
ṙ
姓
の
ま
ま
の
宮
道
氏
も
存
在
し
て
い
た(11
)。

宇
多
・
醍
醐
朝
以
前
で
史
料
に
名
が
見
ら
れ
る
の
は
、
右
に
挙
げ
た
吉
備
麻
呂
・
吉
備
継
と
、
弥
益
・
友
兄
の
四
名
の
み
で
あ
る
。
彼
ら
の

官
職
を
見
る
と
、

吉
備
麻
呂
・
・
・
承
和
二
年
十
一
月
七
日
、
主
計
頭
現
任
（『
続
日
本
後
紀
』）。

同
十
年
正
月
十
二
日
、
因
幡
守
に
任
じ
ら
れ
る
（『
続
日
本
後
紀
』）。
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吉
備
継
・
・
・
・
承
和
二
年
十
一
月
七
日
、
玄
蕃
少
允
現
任
（『
続
日
本
後
紀
』）。

弥
益
・
・
・
・
・
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
正
月
七
日
、
主
計
頭
・
越
後
介
現
任
（『
日
本
三
代
実
録
』）。

仁
和
三
年
（
八
八
七
）
二
月
二
日
、
主
計
頭
現
任
、
伊
予
権
介
に
任
じ
ら
れ
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。

友
兄
・
・
・
・
・
官
位
不
明
（『
菅
家
文
草
』
巻
一
二
）。

吉
備
麻
呂
と
弥
益
の
血
縁
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
に
主
計
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。
請
田
正
幸
は
こ
の
両
名
を

算
道
出
身
官
人
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る(12
)。

す
な
わ
ち
、
一
族
で
数
学
的
知
識
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
の
頭
註
は
、
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
二
月
条
の
遣
唐
使
判
官
の
宮
首
阿
弥
陀
を
宮
道
氏
で
は
な
い
か
と

し
て
い
る
。
こ
れ
が
成
り
立
つ
の
な
ら
ば
、
吉
備
継
の
玄
蕃
少
允
と
と
も
に
外
交
関
係
も
宮
道
氏
が
担
っ
て
き
た
職
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。後

述
の
宮
道
列
子
と
藤
原
高
藤
の
説
話
の
な
か
で
、
弥
益
が
宇
治
郡
大
領
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
池
上
洵
一
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
宇
治
郡
領
は
宇
治
氏
が
務
め
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
宮
道
氏
の
例
は
他
に
な
い(13
)。

ま
た
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
正
月
三
日
乙
亥
条
に
、
弥
益
が
外
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
道
氏
で
外
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
た
例
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
。

白
雉
の
宮
首
阿
弥
陀
を
除
く
と
、
宮
道
氏
の
確
実
な
初
見
記
事
は
天
長
九
年
（
八
三
二
）
正
月
辛
丑
に
吉
備
麻
呂
が
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
（『
類
聚
国
史
』
巻
九
十
九
）。
お
そ
ら
く
、
も
と
も
と
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
を
拠
点
を
置
く
小
豪
族
で
、
平
安
遷
都
後
に
そ

の
地
の
利
を
も
っ
て
、
ま
た
平
安
初
期
の
才
用
主
義
重
視
に
よ
り
内
位
を
得
た
新
興
氏
族
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う(14
)。

二
、
藤
原
高
藤
・
宇
多
天
皇
・
醍
醐
天
皇
と
の
関
係
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醍
醐
天
皇
の
外
祖
母
と
な
っ
た
宮
道
列
子
は
、
右
に
あ
げ
た
主
計
頭
・
越
後
介
・
伊
予
権
介
を
歴
任
し
た
宮
道
弥
益
の
女
子
で
あ
っ
た
。
そ

の
列
子
と
藤
原
高
藤
の
婚
姻
は
説
話
化
さ
れ
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
二
―
七
「
高
藤
内
大
臣
語
」
に
あ
る
。
大
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

十
五
、
六
歳
の
高
藤
は
、
山
科
で
の
鷹
狩
り
の
途
中
で
雷
雨
に
遭
っ
た
。
高
藤
は
宇
治
郡
大
領
宮
道
弥
益
の
宅
に
宿
を
借
り
、
弥
益
の
娘
と

一
夜
の
ち
ぎ
り
を
交
わ
し
た
。
六
年
後
、
高
藤
は
よ
う
や
く
弥
益
宅
を
再
訪
し
、
弥
益
の
娘
を
妻
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
ま
た
、
最
初
の
ち
ぎ

り
の
際
に
生
ま
れ
た
女
子
は
、
後
に
宇
多
天
皇
の
女
御
と
な
り
、
醍
醐
天
皇
を
産
む
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
説
話
の
真
偽
に
つ
い
て
は
池
上
洵
一
の
論
考
に
詳
し
い
。
高
藤
と
宮
道
列
子
の
婚
姻
と
、
そ
の
間
に
誕
生
し
た
藤
原
胤
子
が
即
位
前
の

宇
多
天
皇
（
源
定
省
）
に
嫁
し
、
の
ち
の
醍
醐
天
皇
（
源
維
城
）
の
母
と
な
っ
た
こ
と
は
史
実
で
あ
る
も
の
の
、
高
藤
の
年
齢
や
、
弥
益
の
大

領
の
地
位
な
ど
は
疑
わ
し
い
と
し
て
い
る(15
)。

宇
多
・
醍
醐
の
即
位
は
、
高
藤
や
、
胤
子
の
同
母
弟
で
あ
る
定
方
の
官
位
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。『
公
ᷭ
補
任
』
に
よ
る
と
、
高
藤
は

宇
多
天
皇
即
位
後
の
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
に
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
定
方
は
醍
醐
天
皇

即
位
後
の
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
に
参
議
に
補
せ
ら
れ
、
延
長
二
年
（
九
二
四
）
に
右
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
。
次
に
見
る
よ
う
に
、
宮
道
氏
も

醍
醐
の
外
祖
母
の
一
族
と
い
う
こ
と
で
恩
恵
を
受
け
た
。

宇
多
朝
に
確
認
で
き
る
宮
道
氏
の
人
物
は
宮
道
有
憲
・
潔
興
の
二
名
で
あ
る
。

有
憲
・
・
・
寛
平
元
年
二
月
二
十
八
日
、
右
近
衛
将
曹
か
ら
少
外
記
に
転
じ
る
（『
魚
魯
愚
抄
』
七
、『
外
記
補
任
』）。(16
)

寛
平
二
年
正
月
二
十
八
日
、
大
外
記
に
任
じ
ら
れ
る
（『
外
記
補
任
』）。

寛
平
四
年
五
月
十
二
日
、
下
総
介
に
任
じ
ら
れ
る
（『
外
記
補
任
』）。

潔
興
・
・
・
宇
多
朝
、
春
宮
帯
刀
（『
古
今
和
歌
集
』
九
六
六
番
歌
）。

有
憲
の
官
歴
の
背
景
は
不
明
で
あ
る
が
、
潔
興
の
補
任
理
由
は
後
の
醍
醐
天
皇
で
あ
る
春
宮
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

醍
醐
朝
は
有
憲
・
潔
興
に
加
え
、
良
連
・
陳
平
が
史
料
に
現
れ
る
。
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有
憲
・
・
・
寛
平
九
年
七
月
、
主
殿
頭
に
任
じ
ら
れ
る
（『
魚
魯
愚
抄
』
七
）。

昌
泰
四
年
三
月
、
伊
予
権
介
に
任
じ
ら
れ
る
（『
魚
魯
愚
抄
』
七
）。

潔
興
・
・
・
昌
泰
元
年
二
月
二
十
三
日
、
内
舎
人
に
任
じ
ら
れ
る
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）(17
)。

昌
泰
三
年
五
月
十
五
日
、
内
膳
典
膳
に
任
じ
ら
れ
る
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）。

延
喜
七
年
二
月
二
十
九
日
、
越
前
権
少
掾
に
任
じ
ら
れ
る
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）。

良
連
・
・
・
延
喜
十
年
八
月
七
日
、
内
蔵
少
允
現
任
（『
本
朝
月
令
』
四
月
）。

陳
平
・
・
・
延
長
五
年
、
内
舎
人
現
任
（『
大
間
成
文
抄
』
四
）。

『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、
醍
醐
が
宇
多
か
ら
譲
位
さ
れ
た
の
は
寛
平
九
年
七
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
十
三
日
に
即
位
す
る
と
、
そ

の
日
に
高
藤
は
正
三
位
に
叙
さ
れ
、
十
九
日
に
胤
子
に
贈
皇
太
后
が
追
号
さ
れ
た
。
そ
の
同
じ
月
に
、
有
憲
は
主
殿
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

醍
醐
の
即
位
に
と
も
な
う
任
官
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
彼
ら
の
官
職
を
見
る
と
、
潔
興
の
越
前
権
少
掾
以
外
は
い
ず
れ
も
内
廷
官
司
で
あ
り(18
)、

こ
れ
以
前
に
宮
道
氏
が
就
い
て
い
た
算
道
関

係
の
職
で
は
な
い
。
こ
れ
以
後
、
宮
道
氏
で
算
道
関
係
の
官
人
と
な
っ
た
者
は
確
認
で
き
な
い
。
宇
多
・
醍
醐
の
即
位
に
よ
り
、
宮
道
氏
は
実

務
官
僚
か
ら
そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
高
藤
流
藤
原
氏
（
勧
修
寺
流
）
と
の
関
係

宮
道
列
子
と
藤
原
高
藤
の
子
、
藤
原
定
方
の
子
孫
を
勧
修
寺
流
と
呼
ぶ
。
そ
の
勧
修
寺
流
と
宮
道
氏
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
勧
修

寺
流
と
の
関
係
を
示
す
で
き
ご
と
は
、
九
世
紀
後
半
の
列
子
と
高
藤
の
婚
姻
と
、
十
二
世
紀
中
ご
ろ
の
越
中
国
堀
江
荘
の
寄
進
の
二
件
が
あ

る
。
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勧
修
寺
流
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
の
は
山
科
の
勧
修
寺
で
あ
る
。
勧
修
寺
は
、
藤
原
胤
子
が
醍
醐
の
た
め
に
建
立
し
た
と
い
う
（『
類
聚

三
代
格
』
巻
二
・
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
九
月
二
十
一
日
官
符
）。『
勧
修
寺
旧
記
』
は
、
宮
道
弥
益
が
孫
で
あ
る
胤
子
の
菩
提
の
た
め
に
自
宅

に
御
願
堂
を
建
立
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
日
本
紀
略
』
延
喜
三
年
八
月
五
日
条
に
は
、

其
日
、
天
皇

(醍
醐
)

於
二
勧
修
寺
一

二
僧
綱
以
下
百
七
口
一、
供
二
養
神
筆
法
華
経
一、
奉
二
為
贈
皇
后
御

(藤
原
胤
子
)

菩
提
一
也
、

と
あ
る
。
こ
の
時
、
醍
醐
天
皇
が
母
の
胤
子
の
菩
提
の
た
め
勧
修
寺
で
神
筆
法
華
経
供
養
を
お
こ
な
っ
た
。
醍
醐
・
胤
子
が
深
い
か
か
わ
り
を

も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、『
勧
修
寺
旧
記
』
に
よ
る
と
延
喜
年
間
に
定
方
が
母
の
宮
道
列
子
の
菩
提
の
た
め
に
西
堂
を
建
立
し
た
。
定
方
が
承
平
二
年
（
九
三

二
）
に
薨
去
し
た
の
ち
は
、
定
方
の
周
忌
に
西
堂
で
八
講
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
勧
修
寺
は
一
族
の
結
集
の
場
と
な
っ
た(19
)。『

勧
修
寺
旧
記
』

に
は
、
弥
益
・
列
子
以
外
の
宮
道
氏
の
記
載
は
な
く
、『
為
房
卿
記
』『
吉
記
』
の
勧
修
寺
八
講
の
記
録
に
も
宮
道
氏
の
参
加
の
記
述
は
な
い(20
)。

勧
修
寺
に
隣
接
し
て
、
現
在
も
宮
道
神
社
が
存
在
し
て
い
る
。
前
述
の
宮
道
氏
の
氏
神
で
あ
る
山
科
神
社
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
勧
修
寺

旧
記
』
に
よ
る
と
天
喜
年
間
（
一
〇
五
三
～
五
八
）
の
勧
修
寺
焼
亡
に
際
し
て
宮
道
神
社
も
焼
失
し
た
が
、
ま
も
な
く
定
方
子
孫
の
藤
原
隆
方

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
、「
氏
人
有
二
慶
賀
一
之
時
参
二
入
寺
家
一、（
中
略
）
又
奉
二
幣
宮
道
明
神
一
」
す
る
と
も
あ
り
、
宮
道
神
社
は
定
方

子
孫
の
氏
神
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

堀
江
荘
は
、
越
中
国
新
川
郡
に
立
て
ら
れ
た
荘
園
で
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
十
月
、
宮
道
季
式
に
よ
り
「
松
室
法
橋
」
に
寄
進
さ
れ

た(21
)。

久
保
田
収
は
「
松
室
法
橋
」
を
勧
修
寺
流
の
藤
原
為
房
の
子
の
寛
誉
で
あ
る
と
し
、
久
保
尚
文
は
宮
道
氏
が
越
中
国
に
土
着
し
た
の
は
、

勧
修
寺
流
の
越
中
守
の
藤
原
公
能
・
顕
長
の
目
代
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る(22
)。

宮
道
氏
は
内
位
を
得
て
本
貫
地
を
京
に
移
し
た(23
)。

し
か
し
、
仁
海
と
小
野
曼
荼
羅
寺
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
山
科
の
地
と
の
関
係

は
持
ち
続
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
十
・
十
一
世
紀
に
も
勧
修
寺
流
と
の
私
的
な
関
係
が
続
い
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

根本隆一 九～十二世紀における宮道氏の動向255



四
、
宮
道
氏
と
権
門
勢
家
と
の
関
係

勧
修
寺
流
以
外
の
権
門
勢
家
と
の
関
係
は
史
料
に
散
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
十
世
紀
に
は
醍
醐
天
皇
子
孫
と
の
関
係
が
見
ら
れ
る
。

陳
平
・
・
・
延
長
五
年
（
九
二
七
）、
醍
醐
皇
子
の
故
克
明
親
王
家
人
の
功
で
内
舎
人
に
任
じ
ら
れ
る
（『
大
間
成
文
抄
』
四
）。

忠
光
・
・
・
寛
和
二
年
（
九
八
六
）、
醍
醐
の
孫
の
恵
子
女
王
の
年
給
に
よ
り
伊
勢
大
掾
に
任
じ
ら
れ
る
（『
大
間
成
文
抄
』
一
）。

正
盛
・
・
・
長
保
元
年
（
九
九
九
）、
村
上
天
皇
皇
女
の
資
子
内
親
王
の
年
給
に
よ
り
美
濃
大
掾
に
任
じ
ら
れ
る
（『
大
間
成
文
抄
』
一
）。

こ
の
よ
う
に
、
宮
道
氏
は
十
世
紀
末
ま
で
醍
醐
の
子
孫
と
私
的
な
主
従
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

十
世
紀
後
半
、
藤
原
実
頼
の
子
孫
で
あ
る
小
野
宮
流
と
の
関
係
を
深
め
て
行
く
。

忠
用
・
・
・
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
正
月
五
日
、
藤
原
実
頼
の
使
者
と
し
て
藤
原
師
輔
の
大
饗
に
馬
を
届
け
る
（『
九
条
殿
記
』）。

堯
時
・
・
・
永
延
元
年
（
九
八
七
）
四
月
十
七
日
、
藤
原
為
光
の
家
司
と
し
て
召
さ
れ
る
（『
小
右
記
』）。

義
行
・
・
・
十
世
紀
末
～
十
一
世
紀
初
頭
、
藤
原
実
資
家
司
を
つ
と
め
る
（『
小
右
記
』
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
十
一
月
二
十
七
日
・
長

和
二
年
（
一
〇
一
三
）
四
月
十
六
日
条
な
ど
）。

式
光
・
・
・
長
和
二
年
八
月
五
日
、
藤
原
実
資
家
の
Ἔ
司
と
な
る
（『
小
右
記
』）。

治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
八
月
二
十
八
日
、
藤
原
実
資
女
子
の
千
古
の
家
司
と
な
る
（『
小
右
記
』）。

仲
光
・
・
・
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
九
月
一
日
、
藤
原
実
資
に
皇
后
宮
少
進
任
官
を
依
頼
す
る
（『
小
右
記
』）。

義
式
・
・
・
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
十
月
八
日
、
藤
原
資
房
の
命
で
資
房
児
の
疱
瘡
を
見
舞
う
（『
春
記
』）。

と
く
に
義
行
は
長
く
実
資
の
家
司
を
務
め
、『
小
右
記
』
長
和
二
年
四
月
十
六
日
条
に
は
、

十
六
日
、
丁
丑
、（
中
略
）
義
行
朝
臣
昨
戌
刻
許
卒
去
、〈
年
五
十
七
、〉
執
二
行
政
所
雑
事
一
之
間
、
曾
無
二
雑
怠
一
者
也
、
太
惜
レ
之
、（
後

略
）
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と
実
資
が
義
行
の
卒
去
を
惜
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
式
光
は
そ
の
義
行
の
子
で
、『
小
右
記
』
同
年
八
月
五
日
条
に
、

五
日
、
甲
子
、（
中
略
）
左
兵
衛
尉
宮
道
式
光
為
二
家
司
一、〈
故
義
行
朝
臣
子
、
義
行
朝
臣
自
二
昔
日
一
至
二
閉
目
一、
殊
致
二
勤
節
一、
仍
為
レ
不

レ
空
二
彼
職
所
一
補
也
、
以
二
侍
従
一
令
二
書
下
一
也
、〉（
中
略
）
左
兵
衛
尉
宮
道
式
光
為
二
Ἔ
司
一、〈
以
二
侍
従
一
令
二
仰
下
一
、
故
義
行
朝
臣
久
為

二
Ἔ
司
一
之
故
也
、〉（
後
略
）

と
父
の
あ
と
を
継
ぎ
、
実
資
の
家
司
（
Ἔ
司
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

式
光
の
弟
か
と
推
測
さ
れ
る
仲
光
は
、
家
司
と
は
な
い
が
『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
九
月
一
日
条
に
「
従
二
若
冠
之
時
一
従
レ
余
」
と
若
年
の
こ

ろ
か
ら
実
資
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
小
右
記
』
を
み
る
と
、
こ
れ
以
前
の
長
和
元
年
四
月
二
十
三
・
二
十
四
日
条
に
式
光

の
名
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
、
式
光
は
斎
院
御
禊
に
つ
い
て
実
資
の
元
を
訪
れ
て
い
る
。
義
行
の
卒
去
以
前
か
ら
、
父
子
揃
っ
て
実
資

に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

醍
醐
天
皇
の
子
孫
に
仕
え
て
い
た
宮
道
氏
が
、
小
野
宮
流
と
主
従
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
醍

醐
天
皇
の
外
孫
で
あ
る
藤
原
為
光
と
藤
原
敦
敏
女
子
と
の
婚
姻
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

雅
子
内
親
王

為
光

藤
原
忠
平

師
輔

実
頼

敦
敏

女佐
理

斉
敏

実
資

千
古

資
平

資
房

醍
醐

義
行
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
実
資
の
家
司
を
長
く
務
め
た
が
、
そ
れ
以
前
に
実
資
の
従
兄
弟
で
あ
る
佐
理
に
使
え
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
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し
て
お
き
た
い
。『
本
朝
文
粋
』（
巻
六
・
奏
状
中
）
に
義
行
の
奏
状
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
正
月
二
十
一
日
、
国
司
へ

の
任
官
を
求
め
た
も
の
で
、
こ
の
中
に
義
行
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
（
波
線
部
筆
者
）。

散
位
従
五
位
下
宮
道
朝
臣
義
行
誠
惶
誠
恐
謹
言
、

請
レ
被
下
殊
蒙
二

天
恩
一
因
二
准
先
例
一
拝
中
任
安
房
・
能
登
・
淡
路
等
国
守
闕
上
状

右
義
行
天
延
元
年
、
候
二
蔵
人
所
一、
貞
元
元
年
、
任
二
木
工
允
一、
当
時
造
宮
、
日
夕
奔
営
、
天
元
三
年
、
遷
二
大
蔵
丞
一、
永
観
二
年
、
適
預
二

栄
爵
一、
諸
司
之
間
、
経
二
十
一
年
一、
栄
爵
之
後
、
送
二
十
三
年
一、
而
年
来
相
二
当
輔
佐
之
居
摂
一、
頻
漏
二
理
運
之
推
薦
一
、
専
城
望
遥
、
眼
穿
二

黄
河
之
日
一、
劇
官
病
迫
、
身
動
二
上
池
之
浪
一、
因
レ
之
為
レ
加
二
湯
療
一、
暫
向
二
西
海
之
温
泉

















一、
然
間
鎮
府
都
督
、
政
多
二
邪
佞
一、
忽
発
二
吹
毛

之
論
一、
遂
張
二
陥
レ
身
之
機
一、
論
二
其
虐
残
一、
乳
虎
猶
仁
心
之
獣
也
、
校
二
其
狂
欲
一、
貪
烏
則
廉
譲
之
禽
也
、
義
行
辺
土
受
レ
冤








、
上
天
隔

レ
聴
、
不
レ
可
二
以
レ
詞
陳
二
其
是
非
一、
不
レ
可
三
以
レ
使
訴
二
其
存
亡
一、
張
儀
之
囚
レ
楚
、
尚
遺
二
春
鶯
之
舌
一、
蘇
武
之
投
レ
胡
、
自
託
二
秋
鴈
之
書

一、
古
来
遭
二
冤
屈
一
之
者
、
未
レ
有
下
如
二
義
行
一
者
上、
爰
去
正
暦
五
年
十
月
、
事
及
二
叡
聴
一、
議
遍
二
群
一ᷭ
、
都
督
有
レ
過
、
義
行
無
レ
怠
之

状
、
僉
議
已
成
、
当
二
于
斯
時
一、
偶
逃
二
西
海
之
濁
波










一、
纔
帰
二
東
洛
之
旧
土
一、
池
魚
更
游
二
江
湖
之
中
一、
籠
鳥
再
翥
二
雲
霄
之
上
一、
方
今
聖

日
新
昇
、
淳
風
忽
返
、
設
レ
官
分
レ
爵
、
先
後
之
次
守
レ
法
、
春
雨
秋
霜
、
賞
罰
之
科
克
諧
、
而
去
冬
除
目
、
議
二
定
下
野
守
一
之
場
、
称
レ
有

西
府
之
事
一、
以
二
数
年
下
﨟
守
忠

(多
治
)

一
、
超
被
二
拝
任
一、
今
撿
二
案
内
一
、
諸
ᷭ
僉
議
、
先
年
一
定
、
都
督
之
任
、
仍
以
解
替
、
然
則
犯
レ
法
之

者
、
已
伏
二
罪
過
一、
遭
レ
冤
之
身





、
何
有
二
連
及
一、
加
之
、
至
二
于
守
忠
一
者
一、
義
行
叙
爵
之
替
、
所
二
拝
任
一
者
也
、
計
二
其
勤
労
一、
先
後
懸

隔
、
而
朝
選
之
間
、
越
預
二
勧
賞
一、
無
偏
之
化
、
雖
レ
及
二
兆
民
一
、
不
次
之
恩
、
濫
加
二
一
人
一
、
復
自
二
大
蔵
丞
一
、
叙
爵
之
者
、
隔
レ
年
給
レ

官
、
是
則
近
年
之
訛
跡
、
専
非
二
聖
代
之
流
例
一
、
望
請
、
殊
蒙
二

天
恩
一、
被
レ
拝
二
任
件
国
等
闕
一、
適
戴
二
就
日
之
恩
光
一、
将
レ
慰
二
多
年
之

沈
困
一、
義
行
誠
惶
誠
恐
謹
言
、

長
徳
二
年
正
月
廿
一
日

江

以

言

作

義
行
は
蔵
人
所
に
候
し
た
後
、
木
工
允
・
大
蔵
丞
を
歴
任
し
、
五
位
に
昇
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
十
三
年
間
に
わ
た
り
官
職
に
就
く
こ
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と
は
な
か
っ
た
。「
湯
療
」
の
た
め
西
海
道
に
赴
い
た
と
き
、
大
宰
大
弐
の
藤
原
佐
理
が
宇
佐
八
幡
宮
の
神
人
と
闘
乱
す
る
事
件
が
お
こ
り
、

佐
理
は
大
弐
を
解
任
さ
れ(24
)、

義
行
は
「
冤
」
罪
を
こ
う
む
っ
た
。
そ
の
後
、
義
行
は
下
野
守
の
候
補
に
上
が
り
な
が
ら
も
こ
の
事
件
の
こ
と
に

よ
り
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
の
奏
状
の
中
で
、
義
行
は
西
海
道
に
赴
い
た
理
由
を
「
湯
療
」
で
あ
り
、「
偶
逃
二
西
海
之
濁
波
一
」
と
称
し
て
い
る
が
、
俄
に
信
じ
が
た

い
。
偶
然
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
佐
理
に
従
っ
て
西
海
道
に
向
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

長
保
五
年
、
義
行
が
下
総
守
の
と
き
に
平
維
良
の
乱
が
起
こ
っ
た
。
下
総
国
の
在
地
有
力
者
で
あ
る
平
維
良
が
下
総
国
府
を
襲
撃
し
た
事
件

で
あ
る
。
義
行
の
任
終
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
税
の
収
納
を
め
ぐ
っ
て
国
衙
と
在
地
の
対
立
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る(25
)。

維
良
は
平
貞
盛
の
弟
の
繁
盛
の
孫
（
も
し
く
は
子
）
で
あ
っ
た
。
繁
盛
の
子
の
維
幹
は
藤
原
実
資
の
「
僕
」（『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
二
月

九
日
条
）
で
あ
っ
た(26
)。

下
総
守
義
行
は
先
述
の
通
り
実
資
の
家
司
で
、
こ
の
事
件
は
実
資
に
近
い
者
同
士
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
事
件
後
、
維
良
は
藤
原
道
長
に
従
属
し
て
お
り
、
貞
盛
流
の
維
衡
も
同
じ
く
道
長
に
近
侍
し
た
が(27
)、

義
行
ら
宮
道
氏
は
そ
の
後
も
実
資

ら
小
野
宮
流
に
従
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
十
一
世
紀
中
頃
以
降
、
小
野
宮
流
の
衰
退
に
と
も
な
い
院
や
摂
関
家
へ
の
従
属
を
強
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
院
司
と
な
っ
た

者
を
あ
げ
る
。

仲
行
・
・
・
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
十
二
月
八
日
、
白
河
院
所
衆
に
補
せ
ら
れ
る
（『
譲
位
踐
祚
部
類
記
所
収
大
御
記
』）(28
)

頼
式
・
・
・
寬
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
二
月
二
十
二
日
、
白
河
院
武
者
所
人
と
し
て
白
河
上
皇
の
高
野
山
行
幸
に
従
う
（『
白
河
上
皇
高

野
御
幸
記
』）(29
)

式
成
・
・
・
鳥
羽
朝
、
白
河
院
武
者
所
人
で
、
的
弓
の
名
手
と
さ
れ
る
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
九
十
八
）。

兼
政
・
・
・
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
日
、
白
河
皇
女
の
斎
院
（
禎
子
内
親
王
）
侍
（『
中
右
記
』）。

盛
弘
・
・
・
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
十
月
五
日
、
鳥
羽
院
使
と
し
て
院
庁
下
文
に
署
名
（『
平
安
遺
文
』
補
五
三
号
文
書
）。

根本隆一 九～十二世紀における宮道氏の動向259



院
と
の
関
係
が
生
じ
た
要
因
は
不
明
で
あ
る
。
横
澤
大
典
は
、
こ
の
時
期
、
摂
関
家
に
祗
候
し
て
い
た
「
京
武
者
」
の
傍
流
が
院
に
取
り
込

ま
れ
て
ゆ
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る(30
)。

宮
道
氏
が
こ
の
「
京
武
者
」
に
あ
て
は
ま
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
次
節
に
お
い
て
触

れ
る
よ
う
に
こ
の
時
期
の
宮
道
氏
は
衛
府
尉
・
検
非
違
使
を
務
め
る
者
が
多
く
、
院
の
武
力
の
一
部
を
担
う
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
と
推
測
で

き
る
。

白
河
院
と
の
接
点
と
し
て
、
先
に
触
れ
た
藤
原
資
房
に
仕
え
た
宮
道
義
式
の
存
在
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
義
式
は
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）

十
二
月
の
法
勝
寺
金
堂
落
成
供
養
の
行
事
を
勤
め
た(31
)。

こ
の
時
、
義
式
は
検
非
違
使
・
右
衛
門
尉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
事
所
に
付
せ
ら
れ

た
寄
検
非
違
使
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寄
検
非
違
使
は
、
元
来
は
臨
時
の
行
事
の
警
備
の
た
め
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち

常
置
化
さ
れ
た
と
さ
れ
る(32
)。

義
式
が
そ
の
後
も
法
勝
寺
に
関
わ
っ
た
か
は
記
録
に
な
い
が
、
宮
道
氏
が
院
に
接
近
す
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

考
え
た
い
。

こ
の
時
期
、
院
以
上
に
摂
関
家
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
摂
関
家
の
家
司
と
な
っ
て
い
る
者
を
あ
げ
る
。

成
賢
・
・
・
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
十
一
月
十
日
、
藤
原
頼
長
の
侍
（『
台
記
』）。

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
十
月
十
九
日
、
藤
原
師
長
の
侍
と
な
る
（『
兵
範
記
』）。

頼
平
・
・
・
久
安
五
年
十
月
二
十
六
日
、
藤
原
宗
子
の
侍
と
な
る
（『
兵
範
記
』）。

重
清
・
・
・
久
安
五
年
十
月
十
九
日
、
師
長
の
出
納
と
な
る
（『
兵
範
記
』）。

重
能
・
・
・
久
安
六
年
正
月
十
九
日
、
藤
原
多
子
の
侍
と
な
る
（『
台
記
』
別
記
三
）。

仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
二
月
十
六
日
、
藤
原
隆
長
の
侍
と
な
る
（『
台
記
』
別
記
六
）。

忠
弘
・
・
・
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
四
月
二
十
三
日
、
藤
原
基
通
の
案
主
と
な
る
（『
玉
葉
』）。

式
国
・
・
・
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
二
月
八
日
、
藤
原
良
通
の
侍
と
な
る
（『
玉
葉
』）。

養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
一
月
五
日
、
藤
原
通
子
の
侍
と
な
る
（『
吉
記
』）。
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式
房
・
・
・
治
承
三
年
十
二
月
八
日
、
良
通
の
侍
と
な
る
（『
玉
葉
』）。

こ
の
ほ
か
、
宮
道
式
賢
は
藤
原
師
実
・
師
通
・
忠
実
・
忠
通
の
四
代
に
わ
た
っ
て
仕
え
、
宮
道
頼
式
は
「
是
方
違
共
度
々
勤
仕
」（『
殿
暦
』

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
正
月
十
五
日
条
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
忠
実
に
近
侍
し
て
い
た
。
宮
道
信
頼
の
よ
う
に
頼
長
の
命
で
刃
傷
事
件
を
お

こ
す
者
も
あ
っ
た(33
)。

宮
道
氏
の
人
物
名
を
み
る
と
「
式
」
字
を
用
い
る
者
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
し
か
し
、
頼
長
―
師
長
父
子
に
従
属
し
て
い
る
者
を
み
る

と
、
成
賢
・
光
賢
・
頼
盛
・
重
清
・
重
能
・
光
兼
・
季
賢
・
信
頼
と
い
ず
れ
も
「
式
」
字
を
持
た
な
い(34
)。「

式
」
字
を
持
つ
者
が
嫡
流
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
頼
長
―
師
長
の
系
統
に
仕
え
た
の
は
宮
道
氏
の
う
ち
で
も
傍
系
の
一
族
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

摂
関
家
へ
の
従
属
関
係
が
生
じ
た
要
因
も
不
明
で
あ
る
。
勧
修
寺
流
の
藤
原
為
房
は
師
実
・
師
通
の
家
司
で
も
あ
っ
た(35
)。

為
房
の
長
子
の
為

隆
も
師
通
・
忠
実
の
家
司
で
あ
っ
た(36
)。

宮
道
季
式
か
ら
越
中
国
堀
江
荘
を
寄
進
さ
れ
た
為
房
の
子
の
寛
誉
も
、
忠
実
も
し
く
は
忠
通
に
近
侍
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(37
)。

こ
の
摂
関
家
と
勧
修
寺
流
の
関
係
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
宮
道
氏
の
官
職
上
の
特
色

上
述
の
よ
う
に
、
九
世
紀
以
前
は
主
計
関
係
に
就
く
者
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
醍
醐
の
即
位
以
降
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
い
っ
た
。

表
は
宮
道
氏
の
う
ち
衛
府
尉
・
検
非
違
使
と
な
っ
た
者
の
一
覧
で
あ
る
。

検
非
違
使
尉
に
は
、
蔵
人
尉
・
追
捕
尉
・
明
法
道
尉
・
そ
の
ほ
か
に
分
類
で
き
る(38
)。

宮
道
氏
は
い
ず
れ
も
追
捕
尉
で
あ
っ
た(39
)。

摂
関
期
の
追

捕
尉
を
複
数
名
出
し
た
文
徳
源
氏
・
魚
名
流
藤
原
氏
・
長
良
流
藤
原
氏
は
、
父
祖
が
軍
事
行
動
を
経
験
し
た
一
門
で
あ
る(40
)。

宮
道
氏
の
場
合
、

宮
道
忠
用
が
藤
原
純
友
の
乱
の
鎮
圧
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
『
日
本
紀
略
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
二
月
九
日
条
に
見
え
る
。

二
月
九
日
己
亥
、
讃
岐
国
飛
駅
来
云
、
兵
庫
允
宮
道
忠
用
、
藤
原
恒
利
等
、
向
二
伊
予
国
一、
頗
撃
二
賊
類
一、
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こ
の
日
、
讃
岐
飛
駅
使
が
到
来
し
、
忠
用
ら
が
伊
予
国
で
純
友
勢
の
一
部
を
撃
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
乱
後
の
勲
功
記
事
に
忠
用
の
名
は
見
え

な
い
も
の
の
、『
九
条
殿
記
』
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
正
月
五
日
条
に
は
右
衛
門
尉
と
記
さ
れ
て
お
り
、
伊
予
国
で
の
功
績
に
よ
る
任
官
が
推

測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
功
績
・
実
績
に
よ
り
、
宮
道
氏
は
代
々
追
捕
尉
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
紀
略
』
天
延
元
年
（
九
七
三
）
四
月
二
十
四
日
丁
未
条
に
は
、

廿
四
日
丁
未
、
今
夜
、
前
越
前
守
源
満
仲
宅
、
強
盗
繞
囲
放
レ
火
、
于
レ
時
越
後
守
宮
道
弘
氏
相
闘
之
間
、
中
二
盗
人
矢
一
卒
去
、
余
煙
及
二
三

百
余
家
一、
今
夜
、
殊
有
二
宣
旨
一
、
堪
二
武
芸
一
之
輩
可
レ
召
二
候
陣
頭
一
者
、

と
あ
り
、
源
満
仲
と
「
強
盗
」
と
の
抗
争
に
際
し
宮
道
弘
氏
は
満
仲
側
に
つ
い
て
戦
い
、
卒
去
し
た
。
弘
氏
と
満
仲
と
の
関
係
や
抗
争
の
規
模

は
不
明
で
あ
る
が
、
抗
争
に
加
わ
る
だ
け
の
武
力
は
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る(41
)。

史
料
上
、
宮
道
氏
で
初
め
て
検
非
違
使
に
就
任
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
忠
城
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
道
氏
に
と
っ
て
は
式
光
の
存
在

が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
家
」
の
形
成
期
に
大
夫
尉
と
な
っ
た
式
光
こ
そ
が
、
の
ち
の
宮
道
氏
に
と
っ
て
の
始
祖
的
な
存
在
と
位
置
づ

け
ら
れ
、「
式
」
字
が
通
字
と
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
院
政
期
以
降
の
追
捕
尉
は
、
院
の
近
臣
の
一
族
や
北
面
武
士
ら
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
摂
関
期
に
追
捕
尉
で
あ
っ
た
氏
族
は
追
捕

の
職
か
ら
姿
を
消
す(42
)。

そ
の
中
で
宮
道
氏
は
十
二
世
紀
ま
で
衛
府
尉
・
検
非
違
使
を
つ
と
め
て
お
り
、
式
盛
が
左
兵
衛
権
少
尉
に
任
じ
ら
れ
た

際
に
は
「
警
衛
之
官
者
譜
第
之
職
也
」（『
大
間
成
文
抄
』
七
）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
道
氏
が
白
河
院
に
接
近
で
き
た
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
十
二
世
紀
後
半
の
頼
平
を
最
後
に
検
非
違
使
就
任
者
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
頼
平
も
、
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
に
右
兵
衛
尉

に
任
じ
ら
れ
、
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
に
よ
う
や
く
右
衛
門
尉
に
転
じ
た
。
さ
ら
に
検
非
違
使
の
宣
旨
を
う
け
た
の
は
嘉
応
二
年
（
一
一
七

〇
）
と
い
う
遅
い
昇
進
で
あ
る
。

ま
た
、
一
一
三
〇
年
代
か
ら
馬
允
に
任
じ
ら
れ
る
者
が
増
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
は
、
省
・
寮
の
判
官
と
い
っ
た
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
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た
文
官
に
任
じ
ら
れ
る
者
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る(43
)。

宮
道
氏
の
国
司
経
験
者
は
少
な
く
、
地
方
土
着
が
確
認
で
き
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
越
中
国
以
外
に
は
美
濃
国
が
あ
る
。

美
濃
国
の
宮
道
氏
に
つ
い
て
は
『
岐
阜
県
史
』・『
大
垣
市
史
』
に
詳
し
く
、
安
八
郡
司
の
宮
道
氏
が
在
庁
官
人
と
な
り
、
十
一
世
紀
半
ば
か

ら
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
確
認
で
き
る(44
)。

宮
道
氏
と
美
濃
国
と
の
つ
な
が
り
は
、
宮
道
正
盛
の
美
濃
大
掾
任
官
に
は
じ
ま
る
と
推
測
す
る
。
正
盛

は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
資
子
内
親
王
の
給
に
よ
り
美
濃
大
掾
に
任
じ
ら
れ
た(45
)。

そ
の
後
、
正
盛
も
し
く
は
そ
の
一
族
が
美
濃
国
安
八
郡

に
土
着
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
安
八
郡
の
宮
道
氏
と
京
の
宮
道
氏
と
の
関
係
を
示
す
史
料
は
な
い
。

保
元
・
平
治
の
乱
、
さ
ら
に
治
承
・
寿
永
の
乱
に
お
い
て
、
京
の
宮
道
氏
の
軍
事
行
動
は
確
認
で
き
な
い
。
僧
兵
の
強
訴
に
は
検
非
違
使
も

動
員
さ
れ
た
が
、
宮
道
氏
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
京
を
中
心
に
活
動
し
続
け
た
宮
道
氏
で
は
、
大
規
模
化
す

る
兵
乱
や
、
僧
兵
の
強
訴
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
動
員
力
を
有
し
大
規
模
な
追
捕
行
為
が
可
能
な
清
和
源
氏
・
桓
武
平
氏
が
台

頭
し
て
く
る
な
か
、
摂
関
家
に
従
属
し
つ
づ
け
地
方
と
の
結
び
つ
き
も
弱
い
宮
道
氏
は
、
後
白
河
院
政
・
平
氏
政
権
下
で
そ
の
地
位
を
低
下
さ

せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
九
～
十
二
世
紀
に
か
け
て
の
宮
道
氏
の
動
き
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
宮
道
氏
は
平
安
京
に
近
い
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
の
豪
族
で
、

平
安
初
期
の
才
用
主
義
重
視
の
動
き
の
な
か
で
実
務
官
領
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。
宮
道
列
子
が
醍
醐
天
皇
の
外
祖
母
と
な
っ
た
こ
と
で
、
醍
醐

天
皇
の
子
孫
に
近
侍
し
、
十
一
世
紀
に
は
小
野
宮
流
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
二
世
紀
に
入
り
小
野
宮
流
の
衰
退
に
と
も
な
い
、
白
河

院
・
摂
関
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
宮
道
忠
用
が
藤
原
純
友
の
乱
の
鎮
圧
に
参
加
し
、
宮
道
氏
は
衛
府
尉
・
検
非
違
使

を
代
々
の
家
業
と
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
京
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
宮
道
氏
で
は
大
規
模
化
す
る
兵
乱
や
僧
兵
の
強
訴
に
対
応
で
き
ず
、
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治
安
維
持
の
職
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
な
っ
た
宮
道
氏
の
一
族
と
思
わ
れ
る
者
も
い
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
宮
六
傔
杖
国
平
（
文
治
五
年
（
一
一
八

九
）
七
月
十
九
日
条
ほ
か
）、
大
田
兵
衛
尉
之
式
（
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
九
月
十
五
日
条
）、
高
畠
太
郎
式
久
（
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）

九
月
二
十
六
日
条
）
の
名
が
み
え
る
。

宮
六
傔
杖
国
平
は
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
に
武
蔵
国
永
井
聖
天
堂
錫
杖
を
奉
納
し
た
宮
道
国
平
と
同
人
と
考
え
ら
れ
る(46
)。

宮
六
傔
杖
国

平
は
武
蔵
国
長
井
荘
の
別
当
で
あ
っ
た
齋
藤
実
盛
の
外
甥
で
あ
っ
た
。
大
田
は
越
中
国
新
川
郡
の
地
名
で
、
蜷
川
氏
の
祖
で
あ
る
（『
蜷
川
系

図
』
で
は
祖
を
大
田
左
衛
門
尉
式
宗
と
し
て
い
る
が
、
之
式
は
系
図
中
に
な
い
）。
越
中
国
に
土
着
し
た
宮
道
氏
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
高
畠
は
「
能
登
国
御
家
人
」
と
あ
り
、
能
登
国
高
畠
荘
の
荘
司
と
考
え
ら
れ
、
越
中
国
の
宮
道
氏
か
ら
分
か
れ
た
者
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
三
名
は
い
ず
れ
も
地
方
に
土
着
・
留
住
し
た
者
で
、
京
の
宮
道
氏
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

註

(1
)
「
宮
道
氏
」（
坂
本
太
郎
・
平
野
邦
雄
監
修
『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
石
附
敏
幸
「
宮
道
」（
佐
伯
有
清
編
『
日
本

古
代
氏
族
事
典
』
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
）。

(2
)
坂
井
誠
一
「
蜷
川
氏
の
祖
先
」（『
遍
歴
の
武
家
―
蜷
川
氏
の
歴
史
的
研
究
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）。
ま
た
、
蜷
川
新
『
物
部
氏
及
宮
道
氏
史

蹟
―
蜷
川
親
直
七
百
二
十
五
回
忌
記
念
』（
私
家
版
、
一
九
二
二
年
）、
同
『
蜷
川
親
直
七
百
二
十
五
回
忌
記
念
小
史
物
部
氏
及
宮
道
氏
の
裔
』（
私
家
版
、

一
九
二
三
年
）
が
あ
る
。

(3
)
朧
谷
寿
「
十
世
紀
に
於
け
る
左
右
衛
門
府
官
人
の
研
究
―
尉
を
中
心
と
し
て
―
」（『
平
安
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
、
一
九
七
三
年
）
は
、
宮
道
忠
用
と

宮
道
忠
城
が
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
指
摘
。
渡
辺
直
彦
「
藤
原
実
資
家
『
家
司
』
の
研
究
」（『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
増
訂
版
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
八
年
）
は
宮
道
義
行
・
宮
道
式
光
が
父
子
で
実
資
の
家
司
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
請
田
正
幸
「
平
安
初
期
の
算
道
出
身
官
人
」（
田
名
網
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宏
編
『
古
代
国
家
の
支
配
と
構
造
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）
は
宮
道
吉
備
麻
呂
・
弥
益
が
算
道
出
身
官
人
（
数
学
的
知
識
を
持
っ
た
官
人
）
の
可

能
性
の
あ
る
者
と
指
摘
し
て
い
る
。

(4
)
『
群
書
類
従
』
巻
八
一
。

(5
)
志
賀
剛
『
式
内
社
の
研
究
』
三
山
城
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
篇
（
雄
山
閣
、
一
九
七
七
年
）。

(6
)
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
一
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
二
年
）。『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
八
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）。

(7
)
『
勧
修
寺
旧
記
』（『
続
群
書
類
従
』
巻
七
八
〇
）。

(8
)
『
野
沢
血
脈
集
』（『
真
言
宗
全
書
』
第
三
九
）
に
は
「
土
去
鈔
、
和
泉
国
在
庁
子
也
云
々
」
と
あ
る
。

(9
)
土
谷
恵
「
小
野
僧
正
仁
海
像
の
再
検
討
―
摂
関
期
の
宮
中
真
言
院
と
醍
醐
寺
を
中
心
に
―
」（
青
木
和
夫
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
文

化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）。
上
島
享
「
隨
心
院
と
隨
流
の
確
立
」（
仁
海
僧
正
御
生
誕
一
〇
五
〇
年
記
念
事
業
委
員
会
編
『
仁
海
―
仁
海
僧
正
御

誕
生
一
〇
五
〇
年
記
念
―
』
大
本
山
随
心
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

(10
)
小
檜
山
一
良
「
京
都
・
平
安
京
跡
左
京
九
条
三
坊
十
町
・
烏
丸
町
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五
年
）。

(11
)
『
除
目
申
文
抄
』
に
寛
仁
四
年
以
後
の
こ
と
と
し
て
宮
道
宿
ṙ
季
盛
の
名
が
見
え
る
（『
続
群
書
類
従
』
巻
二
六
六
）。

(12
)
請
田
正
幸
前
掲
註
（
3
）。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
正
月
三
日
乙
亥
条
に
は
「
漏
刻
博
士
宮
道
朝
臣
弥
益
」
と
あ
る
が
、『
類
聚
国
史
』
巻
一
〇

一
・
職
官
六
・
叙
位
六
の
同
日
条
の
頭
注
は
、「
漏
刻
博
士
、
原
作
漏
刻
頭
、
今
従
本
史
一
本
、
大
永
本
作
主
計
頭
」
と
し
て
い
る
。
請
田
は
「
漏
刻
博

士
」
に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

(13
)
池
上
洵
一
「
説
話
の
虚
構
と
虚
構
の
説
話
―
藤
原
高
藤
説
話
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
池
上
洵
一
著
作
集
第
一
巻

今
昔
物
語
集
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二

〇
〇
一
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）。

(14
)
宇
根
俊
範
「
律
令
制
下
に
お
け
る
改
賜
姓
に
つ
い
て
―
朝
臣
賜
姓
を
中
心
と
し
て
―
」（『
史
学
研
究
』
一
四
七
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
律
令
制
下
に
お

け
る
改
賜
姓
に
つ
い
て
―
宿
祢
賜
姓
を
中
心
と
し
て
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
九
、
一
九
八
三
年
）。

(15
)
池
上
洵
一
前
掲
註
（
13
）。

(16
)
『
史
料
拾
遺
魚
魯
愚
抄
』、『
続
群
書
類
従
』
巻
八
九
。

(17
)
『
大
日
本
史
料
』
一
編
之
三
、
七
九
〇
頁
。

(18
)
『
勧
修
寺
旧
記
』
な
ど
後
代
に
記
さ
れ
た
史
料
で
は
、
弥
益
の
官
職
を
宮
内
大
輔
・
少
輔
と
記
し
て
い
る
。『
勧
修
寺
旧
記
』
は
「
延
喜
御
在
位
之
日
、
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最
益
抽
補
宮
内
大
輔
」
と
す
る
。

(19
)
高
橋
秀
樹
「
祖
先
祭
祀
に
見
る
一
門
と
「
家
」
―
勧
修
寺
流
藤
原
氏
を
例
と
し
て
―
」（『
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

(20
)
『
為
房
ᷭ
記
』
承
暦
三
年
八
月
一
・
二
・
三
・
四
日
条
、
永
保
元
年
七
月
十
七
日
裏
書
、
八
月
四
日
条
（『
史
聚
』
一
〇
、
一
九
七
九
年
）。『
吉
記
』
承

安
四
年
八
月
四
日
、
養
和
元
年
八
月
一
日
、
寿
永
元
年
八
月
一
日
条
な
ど
。

(21
)
『
ᷫ
園
社
記
』
御
神
領
部
第
一
二
（『
増
補
続
史
料
大
成

八
坂
神
社
記
録
三
』）。
奥
田
淳
爾
「
ᷫ
園
社
領
越
中
堀
江
荘
の
変
遷
」（『
富
山
史
壇
』
四
七
、

一
九
七
〇
年
）。

(22
)
久
保
田
収
「
ᷫ
園
社
領
越
中
堀
江
庄
」（『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
九
、
一
九
七
一
年
）。

(23
)
東
大
寺
僧
の
玄
慶
は
宮
道
氏
出
身
で
左
（
右
）
京
人
で
あ
っ
た
。『
僧
綱
補
任
』
二
応
和
元
年
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
三
冊
）・『
維
摩
会
講
師
研

学
竪
義
次
第
』（『
大
日
本
史
料
』
一
編
之
一
三
、
七
三
四
頁
）。

(24
)
『
日
本
紀
略
』
正
暦
五
年
十
月
二
十
三
日
辛
丑
、
長
徳
元
年
十
月
十
八
日
辛
卯
条
。

(25
)
野
口
実
「
平
維
茂
と
平
維
良
」（『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）、
川
尻
秋
生
「
平
維
良
の
乱
」（『
古

代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

(26
)
川
尻
秋
生
前
掲
註
（
25
）。

(27
)
川
尻
秋
生
前
掲
註
（
25
）。『
小
右
記
』
長
和
三
年
二
月
七
日
条
。

(28
)
『
大
日
本
史
料
』
三
編
之
一
、
九
頁
。

(29
)
『
増
補
続
史
料
大
成
』。

(30
)
横
澤
大
典
「
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
京
都
の
軍
事
警
察
制
度
―
院
権
力
と
軍
事
動
員
―
」（『
古
代
文
化
』
五
四
―
一
二
、
二
〇
〇
二
年
）。

(31
)
『
法
勝
寺
供
養
記
』（『
群
書
類
従
』
巻
四
三
二
）。『
水
左
記
』
承
暦
元
年
十
二
月
十
八
日
条
。
な
お
『
法
勝
寺
供
養
記
』
に
は
「
義
武
」
と
あ
る
。

(32
)
渡
辺
直
彦
「
検
非
違
使
の
研
究
」（『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
増
訂
版
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。

(33
)
『
兵
範
記
』
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
六
月
六
日
条
、『
本
朝
世
紀
』
同
年
六
月
十
一
日
己
巳
条
。

(34
)
『
中
右
記
』
長
承
二
年
二
月
九
日
条
。『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
八
月
十
四
日
条
。

(35
)
『
後
二
条
師
通
記
』
応
徳
三
年
十
一
月
二
日
条
、
寛
治
四
年
十
二
月
二
十
日
条
な
ど
。

(36
)
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
二
年
正
月
二
十
一
日
条
、『
殿
暦
』
天
仁
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
な
ど
。
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(37
)
元
木
泰
雄
は
寛
誉
は
忠
実
に
近
侍
し
て
い
た
と
す
る
が
、
久
保
尚
文
は
忠
通
派
に
属
し
て
い
た
と
す
る
。
元
木
泰
雄
「
摂
関
家
に
お
け
る
私
的
制
裁
」

（『
院
政
期
政
治
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
）、
同
『
人
物
叢
書
藤
原
忠
実
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
久
保

尚
文
「
堀
江
荘
の
成
立
と
摂
関
家
内
紛
―
松
室
法
橋
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
富
山
史
壇
』
八
八
、
一
九
八
五
年
）。

(38
)
高
山
か
ほ
る
「
白
河
院
政
期
に
お
け
る
検
非
違
使
の
一
側
面
―
補
任
状
況
か
ら
見
て
―
」（『
湘
南
史
学
』
七
・
八
合
併
号
、
一
九
八
六
年
）、
米
谷
豊
之

祐
「
院
政
期
検
非
違
使
歴
名
表
及
び
附
考
」（『
院
政
期
軍
事
・
警
察
史
拾
遺
』
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
三
年
、
初
出
は
一
九
八
九
年
）、
宮
崎
康
充
「
鎌
倉

時
代
の
検
非
違
使
」（『
書
陵
部
紀
要
』
五
一
、
二
〇
〇
〇
年
）。

(39
)
た
だ
し
、
堯
時
は
明
法
道
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（『
類
聚
符
宣
抄
』
九
・
明
経
准
得
業
生
試
・
安
和
二
年
八
月
十
一
日
官
符
）、
追
捕
尉
で
は
な
く

明
法
道
尉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(40
)
拙
稿
「
摂
関
期
の
検
非
違
使
尉
の
家
系
」（『
駒
沢
史
学
』
六
一
、
二
〇
〇
三
年
）。

(41
)
高
橋
昌
明
は
「
そ
れ
な
り
の
武
力
の
保
持
者
と
思
わ
れ
る
」
と
の
評
価
を
し
て
い
る
（「
武
官
系
武
士
か
ら
軍
事
貴
族
へ
」『
武
士
の
成
立
武
士
像
の
創

出
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）。

(42
)
満
冨
真
理
子
「
院
政
と
検
非
違
使
―
そ
の
補
任
よ
り
見
た
る
―
」（『
史
淵
』
一
〇
四
、
一
九
七
一
年
）、
高
山
か
ほ
る
・
米
谷
豊
之
祐
・
宮
崎
康
充
前
掲

註
（
38
）。

(43
)
『
本
朝
世
紀
』
久
安
二
年
二
月
十
一
日
条
、
同
仁
平
三
年
六
月
十
一
日
条
、『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
十
二
月
二
十
五
日
条
、
同
仁
安
二
年
十
二
月
十
三
日

条
、
同
承
安
元
年
十
二
月
九
日
条
、『
玉
葉
』
嘉
応
二
年
四
月
二
十
三
日
条
、『
山
槐
記
』
除
目
部
類
・
承
安
四
年
正
月
二
十
一
日
条
。

(44
)
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
古
代
（
一
九
七
一
年
）。『
大
垣
市
史
』
通
史
編
自
然
・
原
始
～
近
世
（
二
〇
一
二
年
）。『
平
安
遺
文
』
八
六
五
・
九
七
四
・
九

七
七
・
一
〇
〇
〇
・
一
一
三
〇
・
一
三
五
三
号
文
書
。『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
三
七
号
文
書
。

(45
)
『
大
間
成
文
抄
』
一
。

(46
)
林
宏
一
「
藤
原
守
道
と
そ
の
系
譜
」（『
埼
玉
県
史
研
究
』
九
、
一
九
八
二
年
）。
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表・衛府尉・検非違使就任者
名 官職 西暦（出典）
忠用 右衛門尉 948 見（『九条殿記』天暦２年正月５日条）

忠城
右衛門少尉 966 見（『政事要略』巻 61）
検非違使 966 見（『政事要略』巻 61）

堯時
左衛門尉 982 見（『小右記』天元５年正月９日条）
検非違使 982 見（『小右記』天元５年正月９日条）

式光
左兵衛尉 1011 見（『権記』寛弘８年７月８日条）
左衛門尉 1023 見（『小右記』治安３年６月 25 日条）
検非違使 1029 見（『小右記』長元２年８月６日条）

義式
右衛門少尉 1077 見（『水左記』承暦元年 10 月６日条）
検非違使 1077 見（『法勝寺供養記』承暦元年 12 月 15 日条）

式賢
左衛門尉 1090 見（『季仲卿記』寛治４年 12 月 20 日条）
検非違使 1094 任（『中右記』嘉保元年２月 22 日条）

頼式
左衛門権少尉 1094 任（『大間成文抄』８）
検非違使 1115 見（『殿暦』永久３年 12 月９日条）

式盛 左兵衛権少尉 1116 任（『大間成文抄』７）

光賢
右衛門少尉 1124 見（『永昌記』天治元年４月 23 日条）

検非違使 1135 任（『中右記』保延元年４月 15 日条）
註「宗賢」とあるが光賢と同人であろう。

頼平
右兵衛少尉 1136 任（『中右記』保延２年正月 27 日条）
右衛門尉 1155 任（『兵範記』久寿２年４月 12 日条）
検非違使 1170 任（『兵範記』嘉応２年４月７日条）

成賢 左衛門尉 1137 任（『中右記』保延３年２月５日条）
光兼 右衛門少尉 1143 任（『本朝世紀』康治２年 12 月 15 日条）

光重
左兵衛少尉 1149 見（『本朝世紀』久安５年４月 19 日条）
右衛門尉 1162 任（『大間成文抄』８）

式仲 右衛門尉 1157 任（『兵範記』保元２年 11 月 12 日条）
式国 右衛門少尉 1179 任（『玉葉』治承３年正月 19 日条）
清定 右兵衛少尉 1179 任（『玉葉』治承３年正月 19 日条）
式信 左兵衛尉 1181 任（『吉記』養和元年９月 23 日条）
能盛 左衛門少尉 1184 任（『吉記』元暦元年４月２日条）


